
20th Anniversary of IRAQ WAR 
イラク戦争20年を振り返る上映会とシンポジウム

■日時 ３月18日（土）14：00～20：00（開場13:30）

■会場 専修大学 神田キャンパス 10号館10041教室 & オンライン（ZOOM）

■主催 イラク戦争の検証を求めるネットワーク

お問い合わせ info@iraqwarinquiry.net https://www.iraqwarinquiry.net/

■共催 アースウォーカーズ、市民社会フォーラム、あけび書房

■賛同 一般社団法人コスタリカ社会科学研究所/日本国際ボランティアセンター

ピースボート/許すな！改憲・市民連絡会 

【開催趣旨】 
～戦争を終わらせるために、戦争を始めないために～ 

イラク戦争は、今の世界や日本に大きな影響をもたらしています。

国連安保理の常任理事国アメリカが、国連憲章違反の戦争を強行したというイラ

ク戦争の構図は、現在のロシアによるウクライナ侵攻と同じ構図なのです。

もし、国際社会がイラク戦争を真摯に検証し、その反省から具体的な取り組み

を始めていたら、ロシアのウクライナ侵攻を止められたかもしれません。 

 また、イラク戦争後の日本は安全保障政策で大きく変貌しました。 

「台湾有事」を口実に日米の軍事的な一体化がさらに進み、軍事費倍増が狙われ

ていることを考える上でも、イラク戦争を今一度振り返る必要があると私たちは

考えています。 
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【タイムテーブル】 
■上映■ 

14:00~15:50 『リトルバーズ -イラク戦火の家族たち』 

15:50~16:05 ＋監督アフタートーク 

16:10~17:50 『ファルージャ イラク戦争日本人人質事件…そして』 

休憩 

■シンポジウム■ 

18:00 「イラク戦争の検証を求めるネットワーク」事務局長挨拶 

18:10 セッション１「イラク戦争20年を振り返る」 

19:00 セッション２「イラク戦争後の日本」 

司会：志葉玲（イラク戦争の検証を求めるネットワーク事務局長） 

小野万里子（セイブ・イラクチルドレン・名古屋代表） 

綿井健陽（映画監督） 

布施祐仁（ジャーナリスト） 

相澤恭行（Chal Chal） 

佐藤真紀（国際協力アドバイザー） 

髙遠菜穂子（イラクエイドワーカー） 

20:00 閉会 ※延長あり 

 

【登壇者プロフィール】 
綿井健陽（映画監督） 

綿井健陽（わたい・たけはる）ジャーナリスト・映画監督。1971年生まれ、大

阪府出身。アジアプレス・インターナショナル所属。イラク戦争報道で、2003

年度「ボーン・上田賞」特別賞、「ギャラクシー賞」報道活動部門、「JCJ（日

本ジャーナリスト会議）」大賞などを受賞。監督作に「Little Birds－イラク戦

火の家族たち－」（05）「311」（12／森達也、安岡卓治、松林要樹と共同）

2



「イラク チグリスに浮かぶ平和」（14）など。22年から23年にかけて、ウク

ライナ戦争を取材。 

 

布施祐仁（ジャーナリスト） 

ジャーナリスト 

1976年、東京都生まれ。『ルポ イチエフ 福島第一原発レベル7の現場』

で平和・協同ジャーナリスト基金賞、JCJ賞を受賞。三浦英之氏との共著

『日報隠蔽 南スーダンで自衛隊は何を見たのか』で石橋湛山記念早稲田

ジャーナリズム大賞を受賞。著書に『日米密約 裁かれない米兵犯罪』『経

済的徴兵制』、共著に『主権なき平和国家 地位協定の国際比較からみる日

本の姿』などがある。 

 

小野万里子（セイブ・イラクチルドレン・名古屋代表） 

愛知県弁護士会所属弁護士。2003.2から『セイブイラクチルドレン名古屋』を

結成してイラクへの医療支援活動を始める。2020.3まで50名以上のイラク人医

療者を研修に招聘し、支援と交流を図ってきた。2022.10イラクのモスルとバス

ラを訪問し、2023.6に医師研修も再開予定。 

 

相澤恭行（Chal Chal） 
シンガーソングライター「YATCH」。2003年イラクで平和活動「人間の盾」に
参加し現地で戦争を体験。後にNPO設立しイラク人アーティスト招聘など文化
交流事業を続ける。中東の歌を日本語でも歌うバンド「ChalChal」のリーダ
ー。高校非常勤講師（アラビア語） 
https://yatch-aizawa.jimdofree.com/ 

 

佐藤真紀（国際協力アドバイザー） 

1994年よりイエメン、シリア、パレスチナで国際協力の仕事にかかわる。2002

3

https://yatch-aizawa.jimdofree.com/


年にイラクを訪問し、小児がん支援のＮＧＯ日本イラク医療支援ネットワーク
を立ち上げた。現在は赤ベコ職人として、Team Bekoを立ち上げ、シリア地震
緊急支援を行っている。またYatchの主宰するChalChalに参加しデジタル紙芝居
の制作を担当する。多摩大学非常勤講師。 
http://teambeko.html.xdomain.jp/team_beko/index.html 
 

髙遠菜穂子（イラクエイドワーカー） 

１９７０年、北海道生まれ。大学卒業後、会社員を経て地元で飲食店経営に携
わる。２０００年インドの「マザーテレサの家」、２００１年からタイ、カン
ボジアのエイズホスピスでボランティア活動に専念。２００３年５月からイラ
クでの活動開始。主に病院や避難民への緊急支援、医療支援などを行う。２０
０４年４月にイラク・ファルージャで「自衛隊の撤退」を要求する現地武装勢
力に拘束された。解放後、日本国内で「自己責任」バッシングを受ける。現在
もイラク人道・医療支援活動を継続中。２０１９年より難民・国内避難民を多
数受け入れているクルド自治区ドホークで教育支援に特化した「ピースセルプ
ロジェクト」を設立。2022 年、一般社団法人ピースセルプロジェクト代表理事
に就任。「イラク戦争の検証を求めるネットワーク」呼びかけ人、「海外派遣
自衛官と家族の健康を考える会」共同代表、「九条の会」世話人。 

 

志葉玲（イラク戦争の検証を求めるネットワーク事務局長） 
ジャーナリスト。1975年東京出身。イラクやパレスチナ、ウクライナなどの紛
争地での現地取材の他、脱原発・自然エネルギー取材、入管による在日外国人
への人権侵害等、様々なテーマを取材・執筆する。週刊誌や新聞、通信社など
に寄稿、テレビ局に映像を提供。Yahoo！ニュース個人のオーサー（オフィシ
ャルライター）。イラク戦争の検証を求めるネットワーク事務局長。著書に
『ウクライナ危機から問う日本と世界の平和 戦場ジャーナリストの提言』（あ
けび書房）、『難民鎖国ニッポン』、『13歳からの環境問題』(かもがわ出
版)、『たたかう! ジャーナリスト宣言』(社会批評社)、共編著に『イラク戦争
を知らない君たちへ』(あけび書房)、『原発依存国家』(扶桑社新書)など。
www.reishiva.com 
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